
令和５年度第１回東京都入札監視委員会審議概要 

開催日及び場所 令和５年 11月 15日（水） 東京都庁第一本庁舎南側 35階 第二入札室 

出 席 委 員 

日本大学総合科学研究所客員教授（委員長）         有 川   博 

東京都市大学建築都市デザイン学部建築学科教授       小 見 康 夫 

公認会計士（片桐春美公認会計士事務所）          片 桐 春 美                 

弁護士（第一芙蓉法律事務所）              木 下 潮 音 

東京家政学院大学現代生活学部生活デザイン学科教授     小 池 孝 子 

愛知大学地域政策学部地域政策学科教授          斉 藤 徹 史 

（元）品川リフラクトリーズ（株）代表取締役副社長    仲 田 裕 一 

弁護士（五十嵐・渡辺・江坂法律事務所）                原  澤  敦  美 

東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻教授       堀 田 昌 英 

弁護士（東京国際法律事務所）              松 本 はるか 

弁護士（兼子・岩松法律事務所）                          森  岡    誠 

    （敬称略・計 11名） 

審 議 事 項 

 

(1) 令和５年度東京都入札監視委員会第１回制度部会結果（公開審議案件）につい

て 

(2) 令和５年度東京都入札監視委員会第１回第一監視部会結果（定例審議案件）に

ついて 

(3) 令和５年度東京都入札監視委員会第１回第二監視部会結果（定例審議案件）に

ついて 

(4) 令和５年度東京都入札監視委員会第１回第一監視部会結果（談合情報処理審査 

案件）について 

 

議 案 の 概 要 

 

(1) 令和５年度東京都入札監視委員会第１回制度部会結果について報告を受けた。 

(2) 、（4）令和５年度東京都入札監視委員会第１回第一監視部会結果について報告

を受けた。 

(3) 令和５年度東京都入札監視委員会第１回第二監視部会結果について報告を受

けた。 

 

委員会による 

審議結果報告 
(1)～(4)について意見交換を行った。 

事務局からの 

報告 
- 



委員からの 

意見等の概要 

 

〇 談合情報処理に係る現行手続きの見直しを公正性、中立性の観点から検討して

いただきたい。 

【回答】 

現状の都の談合情報処理運用フローとしては、事業執行に支障を来さないよう

に契約手続の続行可否の判断を迅速に行うことができるかどうかという視点を

考慮し、談合情報を受けた所管部署において処理している。 

今回の意見を踏まえ、見直しの方向性を検討するため、現在他自治体における

談合情報処理の実態調査を行っている。今後、こうした他自治体の実態を参考に

しつつ、公正取引委員会や警視庁捜査二課等の捜査機関側の意見も参考にし、適

切な談合情報処理の手順について検討する。 

 

 

 

 


